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資料：農林水産政策研究所調べ．�

第1図　集落営農組織の運営目的�
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集落営農組織の設立等が�
地域農業、農地利用集積等に�
与える影響に関する分析�
（平成20年度プロジェクト研究成果報告）�

集落営農組織の設立等が�
地域農業、農地利用集積等に�
与える影響に関する分析�
（平成20年度プロジェクト研究成果報告）�

�1
　
は
じ
め
に
�

�　
平
成
19
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
経
営
所
得

安
定
対
策
の
下
、
各
地
域
で
集
落
営
農
組
織

の
設
立
等
が
地
域
農
業
や
農
業
経
営
等
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
継
続
的

に
把
握
し
、
今
後
の
地
域
農
業
の
発
展
方
向

と
農
業
構
造
の
変
化
の
予
測
の
た
め
の
研
究

を
19
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。20
年
度
は
、

組
織
立
ち
上
げ
の
動
き
が
一
段
落
し
た
後
の
、

経
営
の
安
定
化
・
発
展
に
向
け
た
動
き
、
法

人
化
の
動
き
に
重
点
を
置
い
て
分
析
し
た
。

ま
た
、
組
織
の
運
営
目
的
や
組
織
の
営
農
を

担
う
者
の
違
い
に
よ
り
調
査
対
象
組
織
を
類

型
化
し
分
析
し
た
。�

��
2
　
研
究
方
法
�

�　
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
全
体

的
な
集
落
営
農
組
織
の
経
営
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
5
0
0
組
織

に
対
し
て
実
施
し
、
有
効
回
答
数
は
3
8
2
）

を
実
施
し
た
　
。
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、

調
査
対
象
に
補
充
を
行
い
、
最
終
的
に
集
落

営
農
組
織
77
、
認
定
農
業
者
30
人
に
対
す
る

現
地
調
査
を
行
い
、
分
析
を
実
施
し
た
。�

�
　
　
集
落
営
農
組
織
の
安
定
化
・

3
　
発
展
に
向
け
た
取
組
の
�

　
　
特
徴
�

１
　
集
落
営
農
組
織
の
類
型
化
と
安
定
化
・

　
　
発
展
の
状
況
�

�　
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
19
年
度
か
ら

連
続
し
て
調
査
を
行
っ
た
集
落
営
農
組
織
が

67
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
つ
い

て
、
２
年
間
の
経
営
の
安
定
化
・
発
展
の
状

況
を
分
析
し
た
。�

（１）     �
 

集
落
営
農
組
織
の
類
型
化
�

�　
組
織
の
運
営
目
的
や
組
織
の
営
農
を
担
う

者
の
違
い
に
よ
り
調
査
対
象
組
織

を
類
型
化
し
て
、
類
型
ご
と
の
経
営

の
安
定
化
・
発
展
の
方
向
性
の
相
違

を
明
ら
か
に
し
た
。�

� １）
組
織
の
運
営
目
的
の
相
違
�

　
組
織
の
運
営
目
的
を
見
る
と
、「
複

数
回
答
可
」
で
は
、「
経
営
所
得
安

定
対
策
へ
の
対
応
」
が
84
％
と
最

も
回
答
割
合
が
高
く
、
続
い
て
「
農

地
の
維
持
・
保
全
」
が
81
％
（
第
1

図
）
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、「
最

も
重
視
し
た
目
的
」
で
は
、「
農
地

の
維
持
・
保
全
」
が
43
％
と
最
も
回

答
割
合
が
高
く
、
続
い
て
「
経
営
所

得
安
定
対
策
へ
の
対
応
」
が
27
％

と
な
っ
て
い
る
。�

� ２）
組
織
の
営
農
を
担
う
者
の
相
違
�

　
組
織
の
営
農
を
担
う
者
（
組
織
の

作
業
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
者
）

の
違
い
を
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
見
る
と
 

、

東
北
の
調
査
対
象
組
織
で
は
担
い
手
主
体
型
 
�

の
組
織
が
８
割
（
第
2
図
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
北
陸
で
は
全
戸
共
同
型
の

組
織
が
８
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。�

� ３）
経
理
の
一
元
化
の
状
況
�

　
20
年
度
に
は
、
組
織
で
経
理
を
行
う
中
で

個
別
の
営
農
ス
タ
イ
ル
が
継
続
さ
れ
て
い
る

い
わ
ゆ
る
「
枝
番
方
式
」
の
集
落
営
農
組
織

を
把
握
し
た
。
こ
れ
を
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
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第１表　組織の運営目的、組織の営農を担う者の違いによる類型区分�
組織の営農を担う者�

生産性向上等による�
所得の増加（Ⅰ）�
�
農地の維持・保全（Ⅱ）��
�
目指す方向を�
決めかねているもの（Ⅲ）�

担い手主体（A）�
�

Ⅰ－Ａ�
�
�

Ⅱ－Ａ�
�
�

Ⅲ－Ａ�

全戸共同（B）�
�

Ⅰ－Ｂ�
�
�

Ⅱ－Ｂ�
�
�

Ⅲ－Ｂ�

組
織
運
営
の
目
的�

（１）ここでの「担い手」とは，組織の作業の中心的な役割を果たす特定の者（認定農業者，
オペレーター，リーダー等）であって，将来的に主たる従事者となり得る者のことをいう．�

（２）運営目的を「担い手の育成・確保」としている組織については，外部等から若い担い
手を確保するため収益の向上等を課題として挙げている組織を「Ⅰ」に，その他を「Ⅱ」
に便宜上振り分けた．�

（３）運営目的を「経営所得安定対策への対応」としている組織で，販売額を農家ごとに計
算している組織は「Ⅲ」に分類した．�

注�

全額プール計算� 一部をプール計算� 農家ごとに計算�

資料：農林水産政策研究所調べ．�

第3図　地域ブロック別に見た経理一元化の範囲�
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第2図　地域ブロック別に見た担い手主体型と全戸共同型の分布�
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集落営農組織の設立等が�
地域農業、農地利用集積等に�
与える影響に関する分析�
（平成20年度プロジェクト研究成果報告）�

見
る
と
、「
一
部
プ
ー
ル
計
算
」（
麦
、
大
豆

等
で
プ
ー
ル
計
算
を
行
っ
て
い
て
も
米
で
は

「
農
家
ご
と
に
計
算
」）
の
組
織
も
含
め
る
と
、

調
査
対
象
組
織
で
は
、
九
州
、
東
北
、
関
東

の
３
地
域
で
、
い
わ
ゆ
る
「
枝
番
方
式
」
の

組
織
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
第
3
図
）。�

� ４）
類
型
区
分
�

　
集
落
営
農
組
織
の
運
営
目
的
の
違
い
 

、

組
織
の
営
農
を
担
う
者
の
違
い
等
を
踏
ま
え

て
、
６
つ
の
類
型
区
分
を
設
定
し
た
（
第
1

表
）。
以
下
の
分
析
で
は
、
下
記
の
仮
称
で
、

各
類
型
に
属
す
る
組
織
を
総
称
す
る
こ
と

と
し
た
。�

〈
各
類
型
ご
と
の
仮
称
〉�

　
①
所
得
増
・
担
い
手
型
　
（
Ⅰ
＿

Ａ
）
�

　
②
所
得
増
・
全
戸
型
　
　
（
Ⅰ
＿

Ｂ
）
�

　
③
農
地
維
持
・
担
い
手
型
（
Ⅱ
＿

Ａ
）
�

　
④
農
地
維
持
・
全
戸
型
　
（
Ⅱ
＿

Ｂ
）
�

　
⑤
目
的
未
決
・
担
い
手
型
（
Ⅲ
＿

Ａ
）
�

　
⑥
目
的
未
決
・
全
戸
型
　
（
Ⅲ
＿

Ｂ
）
�

�

���
（２）          �

　

集
落
営
農
組
織
の
経
営
の
安
定
化
・
�

　
　
発
展
に
向
け
た
動
き
�

�　
19
年
度
か
ら
20
年
度
に
か
け
て
連
続
し
て

調
査
を
行
っ
た
67
集
落
営
農
組
織
に
対
し
て
、

組
織
か
ら
の
回
答
を
基
に
、
経
営
の
安
定
化
・

発
展
に
関
す
る
以
下
の
５
指
標
を
定
義
し
、

ど
の
指
標
で
進
展
が
あ
っ
た
か
を
把
握
 

し
た
。
�

ⅰ
） 機
械
の
共
同
利
用
の
増
加
�

ⅱ
） 50
歳
未
満
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
・

増
加
�

ⅲ
） 農
地
・
農
作
業
の
引
き
受
け
、
利
用

集
積
の
進
展
�

ⅳ
） 複
合
部
門
・
多
角
部
門
の
導
入
・
拡
大
�

ⅴ
） 組
織
設
立
後
の
法
人
化
�

� １）
組
織
の
立
ち
上
げ
前
の
状
態
に
よ
る
違
い
�

　
ま
ず
、
集
落
営
農
組
織
の
組
織
と
し
て
の

歴
史
の
長
さ
の
違
い
に
よ
り
、
経
営
の
安
定

化
・
改
善
の
た
め
の
取
組
が
異
な
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
営
農
組
織
の
立
ち

上
げ
前
の
状
態
別
に
、
集
落
営
農
組
織
67
の

19
年
度
以
降
の
経
営
の
安
定
化
・
発
展
の
状

況
を
、
５
つ
の
指
標
に
よ
り
把
握
し
た
。
全

体
で
は
、
い
ず
れ
か
の
指
標
で
進
展
が
見
ら

れ
た
組
織
の
割
合
が
73
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
割
合
は
、
集
落
営
農
組
織
と
し
て
の
歴

史
が
長
い
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。
他
方
、「
前

身
組
織
な
し
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組
織
」
の

44
％
の
組
織
で
、
い
ず
れ
の
指
標
に
お
い
て

も
進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。�

　
続
い
て
、
設
立
前
の
状
態
ご
と
に
、
進
展

の
み
ら
れ
た
指
標
の
違
い
を
整
理
し
た
（
第

4
図
）。�

①
「
前
身
組
織
な
し
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組

織
」
で
は
、「
機
械
の
共
同
利
用
の
増
加
」

と
「
農
地
・
農
作
業
の
引
き
受
け
、
利
用

集
積
の
進
展
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。�

②
「
前
身
組
織
あ
り
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組

織
」
で
は
、「
農
地
・
農
作
業
の
引
き
受
け
、

利
用
集
積
の
進
展
」
の
割
合
が
高
く
、
続

い
て
「
機
械
の
共
同
利
用
の
増
加
」、「
50

�����������������������������
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動向解析�
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第4図　設立前の状態別に見た経営の安定化・発展の状況�

資料：農林水産政策研究所調べ．�
注．「組織設立後の法人化」の割合については，その累計に含まれていた任意組織の総数（当該法人化�
　　組織も含む）に対する比率である．�

前身組織なしで立ち上げ� 前身組織ありで立ち上げ� すでに集落営農として経営�
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第5図　類型別に見た経営の安定化・発展の状況�

資料：農林水産政策研究所調べ．�
注．「組織設立後の法人化」の割合については，その累計に含まれていた任意組織の総数（当該法人化�
　　組織も含む）に対する比率である．�

A（担手主体型）� B（全戸共同型）�

Ⅰ（所得の増加）� Ⅱ（農地の維持・保全）� Ⅲ（目的まだ決まらない）�

53.0
41.1

　
歳
未
満
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
・
増
加
」、

「
複
合
部
門
・
多
角
部
門
の
導
入
・
拡
大
」

が
30
％
強
で
拮
抗
し
て
い
る
。�

③
「
す
で
に
集
落
営
農
と
し
て
経
営
実
態
の

あ
っ
た
組
織
」
で
は
、「
複
合
部
門
・
多

角
部
門
の
導
入
・
拡
大
」
と
「
農
地
・
農

作
業
の
引
き
受
け
、
利
用
集
積
の
進
展
」

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。�

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
集
落
営
農
組
織
が
組

織
と
し
て
の
一
体
性
を
強
め
て
い
く
の
に
応

じ
て
、
次
第
に
そ
の
経
営
改
善
の
力
点
が
変

化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
必
要
な
支
援
策

の
中
身
も
異
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。�

� ２）
類
型
区
分
に
よ
る
違
い
�

　
集
落
営
農
組
織
の
運
営
目
的
、
組
織
の
営

農
を
担
う
者
の
違
い
に
よ
っ
て
も
、
経
営
の

安
定
化
・
発
展
の
方
向
性
が
異
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。�

　
第
5
図
で
、
類
型
ご
と
に
進
展
の
あ
っ
た
指

標
の
違
い
を
見
る
と
、「
担
い
手
主
体
型
（
Ａ
）」

と
「
全
戸
共
同
型
（
Ｂ
）」
で
は
、
各
指
標
に

つ
い
て
進
展
の
あ
っ
た
組
織
の
割
合
で
は
差

が
あ
る
も
の
の
、
割
合
の
高
い
指
標
の
順
位

は
変
わ
ら
ず
、
明
確
な
方
向
性
の
違
い
は
見

ら
れ
な
い
。�

　
こ
れ
に
対
し
て
、
運
営
目
的
別
で
は
、
次
の

よ
う
に
指
標
の
進
展
状
況
で
方
向
性
に
違
い
が

見
ら
れ
る
。
�

①
「
所
得
増
（
Ⅰ
）」
で
は
、「
農
地
・
農
作

業
の
引
き
受
け
、
利
用
集
積
の
進
展
」
よ

り
も
、「
機
械
の
共
同
利
用
の
増
加
」
や
「
複

合
部
門
・
多
角
部
門
の
導
入
・
拡
大
」
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。�

②
「
農
地
維
持
（
Ⅱ
）」
で
は
、「
農
地
・
農

作
業
の
引
き
受
け
、
利
用
集
積
の
進
展
」

の
割
合
が
他
の
目
的
に
比
べ
て
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
高
く
な
っ
て
い
る
。�

③
「
目
的
未
決
（
Ⅲ
）」
で
も
、
各
指
標
で

進
展
が
見
ら
れ
る
が
、
総
じ
て
低
い
割
合

と
な
っ
て
い
る
。�

　
以
上
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
運
営
目

的
に
沿
っ
た
形
で
経
営
の
安
定
化
・
発
展
が

見
ら
れ
る
組
織
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。�

　
今
後
は
、
組
織
運
営
の
目
的
に
よ
っ
て
取

組
の
方
向
性
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。�

２
　
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
�

　
　
集
落
営
農
組
織
の
特
徴
と
役
割
�

�　
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
で

は
、
現
状
の
組
織
活
動
や
今
後
の
組
織
の
発

展
方
向
が
平
地
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
中
山
間
地
域
等
の
条
件
不
利
地

�
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第6図　年間労働報酬が最も多いオペレーターの報酬・従事状況（平均値）�
資料：農林水産政策研究所調べ．�

第2表　地域の水田農業における担い手状況および組織の生産基盤�

資料：農林水産政策研究所調べ．�

政策研調査客体（計）�

平地農業地域�

中山間地域�

中山間直払の対
象農用地がある�

3.0�
�

3.2�
�

2.6�
�

2.6

85�
�

91�
�

80�
�

75

100.0�
�

100.0�
�

100.0�
�

100.0

56.8�
�

62.0�
�

39.7�
�

43.1

15.5�
�

10.4�
�

31.9�
�

40.9

16.9�
�

15.4�
�

22.4�
�

11.4

12.0�
�

11.6�
�

13.2�
�

1.7

7.8�
�

8.3�
�

5.8�
�

4.2

3.0�
�

3.9�
�

0.2�
�

0.4

51.1�
�

62.2�
�

34.4�
�

36.2

9.8�
�

9.3�
�

13.3�
�

14.8

3.4�
�

2.6�
�

5.0�
�

5.5

58.2�
�

65.5�
�

41.5�
�

36.3

集 落 営
農を構成
している
集落数�
〈1組織
当たり�
平均〉�
（集落）�

集落営
農組織
が耕作
集落内
の農家
が耕作�

組　織�
参　加�
農　家�

組　織�
非参加
農　家�

認　定�
農業者�

集　積�
面　積�特定作業受託

面　積�

組織が立地する地域の耕作者別田面積割合（％）�

田　の�
団地数�
（箇所）�

30ａ区画
以 上 田
整 備 割
合（％）�

集落外
からの
入作者
が耕作�

誰も耕
作して
いない�

組織が立地す
る地域の水田
面積�
〈1組織当たり
平均〉�
（ha、％）�

集落内の農家が耕作�

1組織当たり平均
田集積面積�

（ha）�

1組織当たり平均
の生産基盤�

域
の
組
織
の
態
様
や
運
営
目
的
の
特
徴
等
を

平
地
の
組
織
と
比
較
分
析
を
行
っ
た
。�

（１）     
　

組
織
形
態
お
よ
び
組
織
の
運
営
目
的
�

�　
中
山
間
地
域
の
組
織
の
方
が
平
地
農
業
地

域
よ
り
法
人
と
な
っ
て
い
る
組
織
割
合
が
高

く
、「
特
定
農
業
法
人
」
が
27
％
（
平
地
農

業
地
域
19
％
）、「
そ
の
他
の
法
人
」
が
18
％

（
同
10
％
）
と
な
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
組
織
の
運
営
目
的
（
最
も
重
視
し

た
も
の
）
を
比
較
す
る
と
、「
農
地
の
維
持
・

保
全
」
と
す
る
組
織
割
合
が
中
山
間
地
域
で

59
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
（
平
地
農
業
地
域

は
34
％
）。
中
山
間
直
払
い
の
対
象
農
用
地

が
あ
る
組
織
（
15
組
織
）
に
限
定
す
る
と
、

割
合
は
67
％
と
さ
ら
に
高
ま
る
。�

（２）     �
 

水
田
農
業
に
お
け
る
組
織
の
役
割
�

�　
平
地
農
業
地
域
に
立
地
す
る
組
織
で
は
、

集
落
営
農
組
織
が
耕
作
す
る
面
積
割
合
が

62
％
と
高
い
の
に
対
し
、
中
山
間
地
域
に
立

地
す
る
組
織
に
お
け
る
同
面
積
割
合
は
40

％
と
低
く
な
っ
て
い
る
（
第
2
表
）。
中
山

間
地
域
に
立
地
す
る
組
織
で
は
、
水
田
の
過

半
を
集
落
内
の
個
別
農
家
が
耕
作
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
中
山
間
地
域
で
は
、
傾
斜
地
の
水

田
を
多
く
抱
え
、
区
画
が
小
さ
い
等
に
よ
り
、

平
地
農
業
地
域
の
よ
う
に
、
少
数
の
担
い
手

に
よ
っ
て
地
域
内
の
水
田
を
一
手
に
引
き

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。�

��

�

（３）     �
 

地
域
資
源
の
管
理
活
動
へ
の
取
組
�

�　
中
山
間
地
域
の
集
落
営
農
組
織
で
は
、
中

山
間
直
払
い
や
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
も
併
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
が
多

い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
調
査
対
象
組

織
で
は
、
中
山
間
直
払
い
の
対
象
農
用
地
が

あ
る
地
域
の
15
組
織
で
は
、

す
べ
て
中
山
間
直
払
い
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の

う
ち
６
組
織
で
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
に
も

重
複
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。�

今
後
は
、
中
山
間
直
払
い

や
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
と
い
っ
た
地
域

対
策
と
組
織
活
動
を
い
か

に
う
ま
く
連
携
さ
せ
て
い

く
か
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。�

��
4
　
集
落
営
農
�

　
　
組
織
の
動
向
�

� 
　
農
業
機
械
の
利
用
�

１
 
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
�

 
 
活
動
の
現
状
�

�　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
年
齢

構
成
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
組
織
で
中
高
年
層
の

割
合
が
高
く
、
青
年
層
の

確
保
状
況
で
は
、
組
織
の
運
営
目
的
、
組
織

の
営
農
を
担
う
者
の
違
い
に
よ
り
差
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
数
を
年
代

別
に
と
り
、
そ
の
最
頻
値
が
あ
る
年
代
の
出

現
率
を
見
る
と
、
中
高
年
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

（
平
均
57
・
3
歳
）
が
主
力
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
で
、「
所
得
増
・
担
い
手
型
（
Ⅰ
＿

Ａ
）」
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動向解析�
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第7図　類型別に見た複合部門、多角部門の導入状況�
資料：農林水産政策研究所調べ．�

第3表　経営規模、分割・統合に関する意向(組織割合）�

資料：農林水産政策研究所調べ．�

合　　計�

分割も視
野�

1.3�
�

14.3�
�

0.0�
�

0.0�
�

0.0�
�

0.0

5.2�
�

0.0�
�

0.0�
�

11.8�
�

11.8�
�

0.0

92.2�
�

85.7�
�

94.1�
�

88.2�
�

88.2�
�

100.0

2.6�
�

14.3�
�

5.9�
�

0.0�
�

0.0�
�

0.0

18.2�
�

0.0�
�

5.9�
�

23.5�
�

41.2�
�

10.5

1.3�
�

0.0�
�

5.9�
�

0.0�
�

0.0�
�

0.0

分割の�
予定あり�

統合の�
予定あり� 統合・連

携も視野�

分割・統合の意向（％）�

無回答�

予定なし�

水田の
集積面
積規模�

100ha以上�
�

50～100�
�

30～50�
�

20～30�
�

20ha未満�

で
は
青
年
層
も
厚
く
存
在
し
て
い
る
。�

　
年
間
労
働
報
酬
が
最
も
多
い
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
に
つ
い
て
、
そ
の
労
働
報
酬
や
従
事
状
況

を
見
る
と
（
第
6
図
）、
総
額
は
「
所
得
増
・

担
い
手
型
」
が
最
も
多
く
、
左
か
ら
右
に
分

類
順
に
低
く
な
っ
て
い
る
。�

　
他
方
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃
金
部
分
は
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
従
事
日
数
に
応
じ
た

金
額
と
な
っ
て
お
り
、「
所
得
増
・
担
い
手

型
（
Ⅰ
＿

Ａ
）」
か
ら
「
目
的
未
決
・
担
い
手

型
（
Ⅲ
＿

Ａ
）」
ま
で
の
組
織
で
は
、
年
間
労

働
報
酬
と
の
格
差
が
発
生
し
て
い
る
。
特
定

の
担
い
手
を
育
成
す
る
意
識
が
強
い
「
所
得

増
・
担
い
手
型
（
Ⅰ
＿

Ａ
）」
か
ら
「
目
的
未

決
・
担
い
手
型
（
Ⅲ
＿

Ａ
）」
ま
で
の
組
織
で

は
、
役
員
報
酬
等
も
含
め
た
総
額
の
拡
大
に

よ
り
、
担
い
手
へ
の
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
与
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。�

２
　
利
用
集
積
面
積
規
模
別
に
見
た
�

　
　
今
後
の
経
営
展
開
方
向
�

�　
利
用
集
積
面
積
規
模
別
に
今
後
の
組
織
の

分
割
・
統
合
等
に
関
す
る
意
向
を
見
た
の
が

第
3
表
で
あ
る
。�

①
1
0
0
ha
以
上
層
で
は
、
一
部
の
組
織
で

は
組
織
形
態
の
変
更
を
伴
っ
た
組
織
分
割
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
。�

②
50
〜
1
0
0
ha
層
で
は
、
経
営
規
模
は
現

状
維
持
と
す
る
割
合
が
高
く
、
全
体
的
に
今

後
の
動
き
は
鈍
い
。�

③
30
〜
50�
ha
層
、20
〜
30�
ha
層
で
は
、
他
組

織
と
の
統
合
・
連
携
を
視
野
に
お
い
た
組
織

が
多
い
。�

④
20�
ha
未
満
層
で
は
、
地
域
内
の
個
別
農
家

の
耕
作
地
の
引
き
受
け
が
追
求
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。�

３
 
複
合
化
、
多
角
化
等
経
営
の
�

 
 
展
開
方
向
�

�　
19
年
度
は
、
複
合
部
門
や
多
角
部
門
を
導

入
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
組
織
が
既
に

多
か
っ
た
が
、
ま
だ
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
る
段
階
の
組
織
も
多
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、20
年
度
に
な
る
と
、
複
合
部

門
、
多
角
部
門
を
導
入
し
た
組
織
や
導
入
計

画
を
具
体
化
さ
せ
た
組
織
が
増
加
し
て
い
る
。�

　
20
年
度
に
お
い
て
は
、
対
象
組
織
の
う
ち
、

複
合
部
門
を
32
％
、
多
角
部
門
を
22
％
、
そ

れ
ぞ
れ
導
入
済
み
で
あ
り
、
導
入
予
定
も
、

複
合
部
門
で
14
％
、
多
角
部
門
で
21
％
と
、

今
後
も
導
入
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。�

　
複
合
部
門
、

多
角
部
門
導
入

の
動
き
に
つ
い
て
、

６
つ
の
類
型
ご

と
に
比
較
し
た

の
が
第
7
図
で

あ
る
。
複
合
部

門
に
つ
い
て
は
、

そ
の
運
営
目
的
が
、

「
所
得
増
（
Ⅰ
）」、

「
農
地
維
持
（
Ⅱ
）」、

「
目
的
未
決
（
Ⅲ
）」

の
順
に
、
取
り

組
ん
で
い
る
組

織
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。�

　
他
方
、
多
角

部
門
に
つ
い
て
は
、

「
所
得
増
・
担
い

手
型
（
Ⅰ
＿

Ａ
）」、

「
農
地
維
持
・
担

い
手
型
（
Ⅱ
＿

Ａ
）」

と
い
っ
た
「
担
い
手
主
体
型
」
で
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

多
角
部
門
に
主
体
的
に
取
り
組
む
担
い
手
の

有
無
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。�

　
ま
た
、
複
合
部
門
、
多
角
部
門
の
導
入
で

は
、
東
北
、
北
陸
で
複
合
部
門
の
導
入
割
合

が
高
く
　
、
大
消
費
地
が
あ
る
関
東
、
近
畿

で
直
売
の
導
入
割
合
が
高
い
な
ど
、
地
域
性

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。�

�

�������������

�������������������

��������������������������������

��������������������������������

������　
　
　
　

　　　　����
（6）��

����
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第8図　類型別に見た法人化の時期�
資料：農林水産政策研究所調べ．�
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第4表　地域ブロック別にみた認定農業者の加入状況�

資料：農林水産政策研究所調べ．�
注．〈　　〉は地域の認定農業者に占める割合，（　　）は集落営農組織への参加認定農業者に占める割合である．�

地域の認定農業
者数� 稲作中心�

組
織
数
�

集落営農組織参
加認定農業者数� 稲作中心� 役員である� オペレーターである�

合　計�

東　北�

関　東�

北　陸�

東　海�

近　畿�

中国･四国�

九　州�

40�

6�

5�

4�

4�

6�

6�

9

 218 〈100.0〉�

 44 〈100.0〉�

 33 〈100.0〉�

 5 〈100.0〉�

 7 〈100.0〉�

 18 〈100.0〉�

 11 〈100.0〉�

 100 〈100.0〉�

 168 〈77.1〉�

 38 〈86.4〉�

 12 〈36.4〉�

 4 〈80.0〉�

 4 〈57.1〉�

 16 〈88.9〉�

 5 〈45.5〉�

 89 〈89.0〉�

 145 〈66.5〉�

 31 〈70.5〉�

 18 〈54.5〉�

 0 －      �

 5 〈71.4〉�

 11 〈61.1〉�

 9 〈81.8〉�

 71 〈71.0〉�

 105 （72.4）�

 30 （96.8）�

 7 （38.9）�

 0 －�

 2 （40.0）�

 10 （90.9）�

 4 （44.4）�

 52 （73.2）�

 42 （29.0）�

 7 （22.6）�

 3 （16.7）�

 0 －�

 3 （60.0）�

 6 （54.5）�

 7 （77.8）�

 16 （22.5）�

 66 （45.5）�

 27 （87.1）�

 5 （27.8）�

 0 －�

 3 （60.0）�

 6 （54.5）�

 6 （66.7）�

 19 （26.8）�

（単位：組織、人、％）�

４
　
認
定
農
業
者
と
�

　
　
集
落
営
農
組
織
の
関
係
�

�　
同
じ
認
定
農
業
者
を
取
り
込
ん
で
い
る
組

織
で
も
、
立
地
す
る
地
域
で
、
そ
の
組
織
内

で
の
位
置
付
け
が
大
き
く
異
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、20
年
度
に
は
、
組
織
に

加
入
し
た
認
定
農
業
者
の
加
入
前
の
経
営
内

容
、
組
織
で
の
役
割
を
調
査
し
、
そ
の
違
い

を
整
理
し
た
。�

　
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
認
定
農
業
者
の
参
加
状

況
を
整
理
し
た
の
が
第
4
表
で
あ
る
。
認
定
農

業
者
が
参
加
し
て
い
る
組
織
が
な
い
北
陸
を
別

に
し
て
、
集
落
営
農
組
織
に
加
入
し
て
い
る
認

定
農
業
者
の
組
織
運
営
に
対
す
る
関
与
の
あ
り

方
は
、
①
多
人
数
が
加
入
し
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

担
当
し
て
い
る
が
、
役
員
に
は
あ
ま
り
な
っ
て

い
な
い
東
北
、
②
加
入
は
少
人
数
で
あ
る
が
、

役
員
お
よ
び
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
い
る

中
国
・
四
国
、
東
海
、
近
畿
、
③
組
織
へ
加
入

し
て
い
て
も
、
運
営
へ
の
関
与
度
合
い
が
小
さ

い
関
東
、
九
州
の
三
様
に
別
れ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
後
継
者
の
い
な
い
認
定
農
業
者
が

高
齢
化
し
、
そ
の
経
営
農
地
の
一
部
を
地
域

内
の
集
落
営
農
組
織
が
引
き
受
け
た
と
い
う

事
例
も
出
て
き
て
お
り
、
逆
に
、
現
在
は
、

地
域
内
で
認
定
農
業
者
と
認
定
農
業
者
の
参

加
が
な
い
集
落
営
農
組
織
が
棲
み
分
け
て
い

る
が
、
集
落
営
農
組
織
の
方
で
は
、
い
ず
れ

は
認
定
農
業
者
の
参
画
を
得
て
、
中
心
的
な

担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
組
織
も
３
組
織
あ
っ
た
。�

５
　
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
�

�　
所
得
増
を
目
的
と
し
た
組
織
の
方
が
、
農

地
の
維
持
を
目
的
と
し
た
組
織
よ
り
法
人
化

に
向
け
た
動
き
が
活
発
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
第
8
図
に
よ

り
、
組
織
の
運
営
目
的
別
に
法
人
化
の
状
況

を
見
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
な
理
由
か
ら
、

所
得
増
型
（
Ⅰ
＿

Ａ
、
Ⅰ
＿

Ｂ
）
よ
り
も
、

農
地
維
持
型
（
Ⅱ
＿

Ａ
、
Ⅱ
＿

Ｂ
）
の
方
が
、

法
人
化
し
て
い
る
組
織
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。�

　
組
織
の
営
農
を
担
う
者
の
違
い
で
見
る
と
、

担
い
手
主
体
型
（
Ａ
）
の
方
が
、
全
戸
共
同

型
（
Ｂ
）
よ
り
も
法
人
化
し
て
い
る
組
織
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
所
得
増
・

担
い
手
型
（
Ⅰ
＿

Ａ
）」
は
対
策
導
入
前
の
法

人
化
が
多
く
、「
農
地
維
持
・
担
い
手
型
（
Ⅱ

＿

Ａ
）」
で
は
対
策
導
入
を
契
機
や
導
入
以
前

の
法
人
化
が
多
く
な
っ
て
い
る
。�

６
　
集
落
営
農
組
織
の
所
得
配
分
等
�

�　
地
代
や
賃
金
等
で
分
配
し
た
後
の
「
配
当
」

の
分
配
方
法
に
つ
い
て
は
類
型
別
に
違
い
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
5
表
で
見
る
と
、「
所

得
増
・
担
い
手
型
（
Ⅰ
＿

Ａ
）」
で
は
、
配
当

の
分
配
は
、
地
代
相
当
で
あ
る
面
積
割
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
農
地
維
持
・

担
い
手
型
（
Ⅱ
＿

Ａ
）」
で
は
、
労
働
に
分
配

す
る
組
織
と
地
代
に
分
配
す
る
組
織
と
に
二

分
さ
れ
て
お
り
、「
所
得
増
・
全
戸
型
（
Ⅰ
＿

Ｂ
）」
で
は
、
地
代
へ
分
配
す
る
組
織
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

「
農
地
維
持
・
全
戸
型
（
Ⅱ
＿

Ｂ
）」
で
は
、

労
働
へ
分
配
す
る
組
織
と
地
代
に
分
配
す
る

組
織
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。�
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動向解析�

第5表　類型別の利益の分配方法（調査対象）�

�

７
 
集
落
営
農
組
織
に
お
け
る
小
作
料
�

�　
集
落
営
農
組
織
内
の
小
作
料
と
実
勢
小
作

料
を
比
較
す
る
と
、
両
者
は
お
お
む
ね
同
水

準
の
集
落
が
多
い
が
、
集
落
営
農
組
織
内
の

小
作
料
の
方
が
２
〜
３
割
高
い
集
落
も
比
較

的
多
く
な
っ
て
い
る
。�

　
集
落
営
農
組
織
内
の
小
作
料
が
高
い
理
由

と
し
て
は
、
集
落
内
の
地
主
の
合
意
を
取
り

付
け
る
た
め
意
識
的
に
高
く
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
れ
ば
、
全
戸
共
同
型
の
組
織
で
、
簡

単
か
つ
公
平
に
、
全
員
に
「
所
得
」
部
分
を

分
配
す
る
た
め
、
小
作
料
に
上
乗
せ
を
行
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

��
5
 
ま
と
め
�

�
　
以
上
、
総
括
的
に
集
落
営
農
組
織
の
動
向

と
そ
の
影
響
を
整
理
し
た
後
、
個
別
課
題
ご

と
に
、
集
落
営
農
組
織
に
お
け
る
動
向
と
そ

の
特
徴
を
見
て
き
た
が
、
最
後
に
、
平
成
20

年
度
に
お
け
る
調
査
・
分
析
の
結
果
を
、
①

経
営
の
安
定
化
・
発
展
の
方
向
性
、
②
法
人

化
に
向
け
た
取
組
、
③
組
織
再
編
の
動
き
、

と
い
う
く
く
り
で
横
断
的
に
総
括
し
、
今
後

の
研
究
課
題
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
。�

（１）          �
 

集
落
営
農
組
織
の
経
営
の
安
定
化
・
�

　
　
発
展
の
方
向
性
�

�　
集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ
前
の
状
態
の

違
い
で
、
そ
の
後
の
経
営
の
安
定
化
・
発
展

の
た
め
の
取
組
の
内
容
に
違
い
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、
集
落
営
農
組
織
が
組
織
と
し
て

の
一
体
性
を
強
め
る
の
に
応
じ
て
、
経
営
の

安
定
化
・
発
展
の
方
向
性
が
変
わ
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
安
定
化

や
発
展
の
方
向
性
の
シ
フ
ト
に
合
わ
せ
て
、

地
域
農
業
や
農
業
経
営
に
対
し
て
効
果
が
現

れ
、
そ
れ
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。�

　
ま
た
、
組
織
の
運
営
目
的
の
違
い
、
組
織

の
営
農
を
担
う
者
の
違
い
を
踏
ま
え
た
類
型

ご
と
の
分
析
で
は
、
こ
の
１
年
間
だ
け
で
も
、

そ
の
運
営
目
的
に
沿
っ
た
経
営
の
安
定
化
や

発
展
の
進
展
が
確
認
さ
れ
た
。
他
方
、
目
指

す
方
向
を
決
め
か
ね
て
い
る
組
織
で
も
、
割

合
は
低
い
も
の
の
、
経
営
の
安
定
化
・
発
展

に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
模
索
し
て
い
る
。

今
後
、
こ
う
し
た
組
織
の
運
営
状
況
を
把
握
・

分
析
し
、
経
営
の
安
定
化
・
発
展
に
取
り
組

む
た
め
の
糸
口
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。�

　
さ
ら
に
、
経
営
の
安
定
化
・
発
展
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
も
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。�

　
中
山
間
地
域
の
組
織
で
は
、
平
地
農
業
地

域
の
組
織
に
比
べ
て
農
地
の
維
持
を
目
的
と

し
た
組
織
が
多
く
、
経
営
所
得
安
定
対
策
だ

け
で
な
く
、
中
山
間
直
払
い
や
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い

た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
地
域
対
策
と
組
織

活
動
を
い
か
に
緊
密
に
連
携
さ
せ
て
い
く
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

　
他
方
、
経
営
の
発
展
の
１
つ
の
方
向
で
あ

る
経
営
へ
の
複
合
部
門
、
多
角
部
門
の
導
入

に
お
い
て
も
、
組
織
の
運
営
目
的
や
組
織
の

営
農
を
担
う
者
の
違
い
に
よ
っ
て
取
組
状
況

に
差
が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
性
に
よ
る

違
い
も
確
認
さ
れ
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た

運
営
目
的
や
地
域
特
性
も
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
に
適
し
た
複
合
部
門
、
多
角
部
門

の
導
入
の
あ
り
方
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。�

（２）     �
 

法
人
化
に
向
け
た
取
組
�

�　
組
織
の
運
営
目
的
の
違
い
、
組
織
の
営
農

を
担
う
者
の
違
い
を
踏
ま
え
た
類
型
ご
と
の

分
析
で
は
、「
農
地
維
持
・
担
い
手
型
」
で
、

法
人
化
し
た
組
織
の
割
合
が
最
も
高
く
、
19

年
度
以
降
に
お
い
て
の
法
人
化
の
動
き
で
も

最
も
活
発
で
あ
っ
た
。
他
方
、「
所
得
増
・

全
戸
型
」
で
は
、
法
人
化
し
た
組
織
の
割
合

も
少
な
く
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
法
人
化
に

対
し
て
消
極
的
な
組
織
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。�

　
こ
の
背
景
と
し
て
は
、「
農
地
維
持
・
担

い
手
型
」
で
は
、
中
心
と
な
る
担
い
手
の
人

数
が
絞
ら
れ
て
い
て
合
意
が
得
ら
れ
や
す
く
、

組
織
の
運
営
目
的
が
「
農
地
の
維
持
・
保
全
」

な
の
で
、
地
域
の
地
権
者
か
ら
の
合
意
を
得

ら
れ
や
す
い
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら
れ
る

が
、
今
後
さ
ら
に
検
証
が
必
要
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
全
体
的
に
は
、
プ
ー
ル
計
算
を
実

現
し
て
い
る
組
織
ほ
ど
法
人
化
し
て
い
る
組

織
の
割
合
が
高
か
っ
た
が
、「
農
地
維
持
・

担
い
手
型
」
で
は
、
法
人
化
し
た
組
織
の
割

資料：農林水産政策研究所調べ．�

労働割り� 従事分量配当� 面積割り� 戸数割り� 収量に応じて� 品質に応じて� その他�
組
織
数
�

合　計�

Ⅰ－Ａ�

Ⅰ－Ｂ�

Ⅱ－Ａ�

Ⅱ－Ｂ�

Ⅲ－Ａ�

Ⅲ－Ｂ�

77�

11�

10�

21�

18�

10�

7

 31 （40.3）�

 3 （27.3）�

 5 （50.0）�

 10 （47.6）�

 8 （44.4）�

 3 （30.0）�

 2 （28.6）�

 8 （10.4）�

 0 （ － ）�

 2 （20.0）�

 5 （23.8）�

 1 （5.6）�

 0 （ － ）�

 0 （ － ）�

 47 （61.0）�

 8 （72.7）�

 7 （70.0）�

 12 （57.1）�

 11 （61.1）�

 7 （70.0）�

 2 （28.6）�

 4 （5.2）�

 1 （9.1）�

 0 （ － ）�

 2 （9.5）�

 0 （ － ）�

 1 （10.0）�

 0 （ － ）�

 26 （33.8）�

 3 （27.3）�

 2 （20.0）�

 1 （4.8）�

 5 （27.8）�

 8 （80.0）�

 7 （100.0）�

 8 （10.4) �

 2 （18.2）�

 0 （ － ）�

  1 （4.8）�

 4 （22.2）�

 1 （10.0）�

 0 （ － ）�

 13 （16.9）�

 3 （27.3）�

 1 （10.0）�

 2 （9.5）�

 6 （33.3）�

 0 （ － ）�

 1 （14.3）�

（単位：組織、％）�
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合
が
最
も
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
を
含

め
た
プ
ー
ル
計
算
が
で
き
て
い
な
い
組
織
が

多
か
っ
た
。
逆
に
、「
所
得
増
・
全
戸
型
」

で
は
、
米
も
含
め
た
プ
ー
ル
計
算
が
実
現
し

て
い
る
組
織
の
割
合
が
最
も
高
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
法
人
化
は
進
展
し
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
理
由
と
し
て
は
、「
農
地
維
持
・
担

い
手
型
」
で
は
、
米
も
全
面
的
に
プ
ー
ル
計

算
し
て
法
人
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
合
意

が
得
ら
れ
ず
、
米
の
プ
ー
ル
計
算
よ
り
法
人

化
を
優
先
し
た
組
織
が
多
か
っ
た
こ
と
が
、

ま
た
、「
所
得
増
・
全
戸
型
」
で
は
、
米
の

プ
ー
ル
計
算
が
実
現
し
て
も
、
そ
れ
が
法
人

化
の
契
機
に
は
な
ら
な
か
っ
た
組
織
が
多
か

っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
、
今

後
さ
ら
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

（３）     �
 

組
織
再
編
の
動
き
�

�　
本
調
査
対
象
77
組
織
の
う
ち
、
54
組
織
が

経
営
所
得
安
定
対
策
の
導
入
を
機
に
立
ち
上

げ
ら
れ
た
ば
か
り
の
組
織
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
対
策
導
入
の
１
年
後
に
、
早

く
も
、
全
部
で
調
査
対
象
組
織
の
３
分
の
１

が
、
現
行
組
織
の
再
編
を
視
野
に
入
れ
た
り
、

す
で
に
再
編
に
着
手
し
て
い
た
。
今
後
、
経

営
所
得
安
定
対
策
の
導
入
後
、
時
間
を
経
る

に
つ
れ
て
、
こ
う
し
た
再
編
の
動
き
は
さ
ら

に
具
体
化
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。�

　
こ
の
再
編
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
組
織
が

新
た
に
生
ま
れ
、
認
定
農
業
者
が
集
落
営
農

組
織
に
新
た
に
参
加
し
た
り
、
あ
る
い
は
脱

退
し
た
り
す
る
こ
と
が
組
織
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
、
今
後
の
組
織
再
編
の

動
き
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。�

����注
（１）
農
林
水
産
政
策
研
究
所
「
集
落
営
農
組
織
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
平
成
20
年
５
月
実
施
）

の
公
表
に
つ
い
て
」
（
20
年
８
月
12
日
公
表
）�

　
（２）
本
調
査
で
は
、
北
海
道
の
調
査
対
象
が
２
組
織

だ
け
で
あ
る
の
で
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
図
表

か
ら
は
、
北
海
道
を
除
い
て
い
る
。
ま
た
、
東

海
に
つ
い
て
も
、
調
査
対
象
組
織
が
６
組
織
の

み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
半
数
を
三
重
県
の
中

山
間
地
域
に
立
地
す
る
３
組
織
が
占
め
て
い
る

の
で
、
同
地
域
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
地
域

特
性
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。�

　
（３）
こ
こ
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
数
が
参
加
農

家
戸
数
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
い
組
織
は
「
担

い
手
主
体
型
」
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
数
≒

参
加
農
家
戸
数
と
い
う
組
織
は
「
全
戸
共
同
型
」

に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
た
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

人
数
が
少
な
く
て
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
数

＋
補
助
作
業
員
の
人
数
≒
参
加
農
家
戸
数
と
い

う
組
織
は
、
全
戸
が
農
作
業
を
共
同
で
行
っ
て

い
る
と
見
な
し
「
全
戸
共
同
型
」
に
分
類
し
た
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
枝
番
方
式
」
で
、
実
質
的

に
は
個
別
作
業
が
維
持
さ
れ
て
い
る
組
織
も
「
全

戸
共
同
型
」
に
分
類
し
た
。�

　
（４）
今
回
の
分
類
で
は
、
最
も
重
視
し
た
運
営
目
的

と
し
て
「
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
」
を

挙
げ
た
10
組
織
に
つ
い
て
は
、
集
落
外
等
か
ら

の
若
い
担
い
手
の
確
保
の
た
め
、
収
益
性
の
向

上
、
所
得
の
拡
大
等
が
必
要
と
し
て
い
る
３
組

織
を
「
Ⅰ
」
に
分
類
し
、
そ
の
他
、
農
地
の
維

持
・
保
全
、
地
域
農
業
の
維
持
等
の
た
め
に
、「
担

い
手
の
確
保
が
必
要
」
と
回
答
し
て
い
る
７
組

織
を
「
Ⅱ
」
に
便
宜
上
分
類
し
た
。�

　
（５）
こ
こ
で
分
析
し
た
経
営
の
安
定
化
・
発
展
に
つ

い
て
は
、
調
査
対
象
者
に
選
択
肢
を
設
け
て
直

接
回
答
し
て
も
ら
っ
た
結
果
で
は
な
く
、
で
き

る
だ
け
客
観
的
に
相
互
に
比
較
で
き
る
よ
う
、

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
定
量
的
な
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
以
下
の
よ
う
に
具
体
的
に
定
義
し
て
、

進
展
の
有
無
を
整
理
し
た
。�

　
ⅰ
機
械
の
共
同
利
用
の
増
加
�

　�
19
〜
20
年
度
に
か
け
て
、
組
織
が
所
有
す
る

共
同
で
利
用
す
る
た
め
の
農
業
機
械
の
台
数
が

増
加
し
た
場
合
、
も
し
く
は
個
別
農
家
の
所
有

す
る
機
械
の
処
分
が
進
ん
だ
場
合
、
も
し
く
は

共
同
で
利
用
す
る
農
業
機
械
の
効
率
化
が
図
ら

れ
た
場
合
�

　
ⅱ
50
歳
未
満
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
・
増
加
�

　�
19
〜
20
年
度
に
か
け
て
、
50
歳
未
満
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
人
数
が
増
え
た
場
合
�

　
ⅲ
農
地
・
農
作
業
の
引
き
受
け
、
利
用
集
積
の
進

展
�

　�
19
〜
20
年
度
に
か
け
て
、
農
地
の
利
用
権
設

定
面
積
、
作
業
受
託
面
積
が
増
加
し
た
場
合
、

も
し
く
は
リ
タ
イ
ア
し
て
組
織
か
ら
抜
け
る
農

家
の
農
地
を
組
織
が
引
き
受
け
た
場
合
、
も
し

く
は
団
地
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
化

が
新
た
に
実
現
し
た
場
合
�

　
ⅳ
複
合
部
門
・
多
角
部
門
の
導
入
・
拡
大
�

　�
19
〜
20
年
度
に
か
け
て
、
複
合
部
門
も
し
く

は
多
角
部
門
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
場
合
、
も

し
く
は
取
組
規
模
が
拡
大
し
た
場
合
�

　
ⅴ
組
織
設
立
後
の
法
人
化
�

　�
19
年
４
月
以
前
に
設
立
さ
れ
た
組
織
が
、
19

年
５
月
以
降
、
法
人
化
し
た
場
合
�

　
（６）
農
林
水
産
政
策
研
究
所
「
水
田
・
畑
作
経
営
所

得
安
定
対
策
下
に
お
け
る
集
落
営
農
組
織
に
関

す
る
報
告
」（
平
成
21
年
３
月
）
に
お
い
て
は
、

調
査
対
象
組
織
の
う
ち
、
東
北
、
北
陸
の
組
織

の
90
％
で
、
複
合
部
門
も
し
く
は
多
角
部
門
を

導
入
し
た
り
、
今
後
導
入
す
る
こ
と
を
志
向
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。�

�※
　
本
調
査
・
分
析
は
、
以
下
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
行
っ
た
（
カ
ッ
コ
内
は
本
報
告
の
担
当

部
分
）。�

　
　
吉
田
行
郷
　（
1
、
2
、
3
１
、
4
３
、
5
）�

　
　
小
野
智
昭
　（
4
５
、
６
）�

　
　
橋
詰
　
登
　（
3
２
）�

　
　
江
川
　
章
　（
4
１
）�

　
　
高
岸
陽
一
郎（
4
１
）�

　
　
香
月
敏
孝
　（
4
２
）�

　
　
千
葉
　
修
　（
4
４
）
 
�

　
　
進
藤
眞
理
　（
4
７
）�

　
　
　
　
斉
藤
　
薫
�

　
　
　
　
出
田
安
利
�

　
　
　
　
吉
井
邦
恒
�

　
　
　
　
川
崎
賢
太
郎
�

　
　
　
　
鈴
村
源
太
郎（
現
経
営
局
経
営
政
策
課
）�

　
　
　
　
長
谷
川
晃
生（
現
農
林
中
金
総
合
研
究
所
）�

　
　
　
　
石
原
清
史
 （
現
東
京
農
工
大
学
教
授
）�

　
　
　
　
熱
田
健
一
 （
現
生
産
局
知
的
財
産
課
）�

　
　
　
　
金
子（
鵜
澤
）い
づ
み
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）�


